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１、歌舞伎が見せた武家社会の真実 

歌舞伎は、江戸の時代の事件、お家騒動を「過去の世界の出来事」として脚色すること（お家物）で、「武家社会の

真実」を江戸の人々に伝えた。 

過去の時代の話とすることで幕府の規制の網の目をかいくぐり、人々の望む、リアリティある話にしたて上げたのだ。 

 

【寛文事件】 

寛文４年（1664 年）、伊達家兵部宗勝は、幼い藩主綱村の後見役として家老原田甲斐宗輔とともに藩政を動かして

いた。しかし、宗勝はその後、有力な幕閣酒井忠清の養女を子息の宗興の妻に迎え、家内の医師の河野道円を処

刑した後、甲斐と謀り、幼君を毒殺し子息の宗興に仙台藩を継がせようとした。 

そのような宗勝の専横に対し、一門の地方知行制を守ろうとする伊達安芸宗重や柴田外記らが対立し、この専横を

幕府に訴え出たのである。 

1671 年（寛文 11 年）、騒動の裁判を行うため大老の酒井忠清邸に原田甲斐や伊達安芸ら関係者が召喚された。

控え室で双方が顔を合わせたとき、いきなり原田甲斐はその場で伊達安芸に斬りかかって殺害する。だが、原田甲

斐も安芸派の柴田外記と斬りあいになった。原田甲斐は柴田外記によって斬られ、柴田外記もその日のうちに原田

甲斐からの傷が元で死亡した。関係者が死亡した事件の事後処理では原田家や兵部派が処罰されるが、宗勝は

土佐山内家にお預けになり、仙台藩にはおとがめなしの裁定が下った。 

幕府はこの事件をひた隠しにしたが、この衝撃的な事件は巷のうわさとして広まった。 

 

【先代萩】 

この事件から１００年たった安永６年（1777 年）、寛文事件を元に、奈河亀輔が鎌倉事件の話と脚色し「伽羅先代

萩」※１を書いた。この作品は大阪・嵐七三郎座で初演され、大当たりをとった。 

翌年、安永７年には、江戸の中村座で初代桜田治助らの合作で、足利時代の話として、累伝説※２と絡ませて脚色

した「伊達競阿国戯場」が上演され、大反響となった。どちらの作品も人々は伊達の寛文事件の話と受け取った。 

 

この二つの作品を元に、数々の伊達騒動物が上演され「先代萩」は一つの歌舞伎狂言のジャンルとして成立した。 

特にこの作品の見せ場である、悪臣から幼君を守る乳母政岡が、幼君の身代わりに我が子を殺されても気丈に振

る舞い、騒動が終わった後に、我が子の亡骸に取りすがって泣く愁嘆場は「先代萩」の最大の見せ場であった。 

人々は政岡の叫びに同情を寄せ、涙を絞った。 

この歌舞伎は、非常な武家社会に対する庶民の怒りと悲しみを、政岡に代弁させ、人々の共感と事件に対する知

識を与えた。 

 

 



※１「伽羅先代萩」 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２累物語と伊達競阿国戯場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【赤穂事件】 

元禄赤穂事件とは江戸時代中期に発生した主君仇討ち事件。古来赤穂浪士の仇討ち、吉良邸討ち入りなどと呼

ばれた事件で、曾我兄弟の仇討ち、伊賀越えの仇討ちと並んで「日本三大仇討ち」に数えられる。 

 

元禄 14年 3月 14日に江戸城中で播州赤穂藩主の浅野内匠頭長矩が高家旗本の吉良上野介義央に対して廊下

で私恨によって斬りつけたが、討ち漏らして即日切腹処分となった。その後、お家再興を願い出たが、願い叶わず

浅野の遺臣である大石内蔵助良雄うぃ筆頭に赤穂浪士 47名（四十七士）が翌 15年 12月 14日に吉良屋敷に討ち

入り、主君に代わって吉良上野介を討ち果たし、その首を泉岳寺の主君の墓前に捧げたのち、幕命により切腹した。

この幕府を震撼させた事件によって江戸中が話題騒然となった。 

 

【多大なる影響】 

この赤穂事件がおきた同じ月に、すぐ山村座で、小栗判官の世界に置き換えて「東山栄華舞台」を上演し、二ヶ月

後の元禄１６年（1703年）２月、中村座で、曽我物に脚色して「曙曽我夜討」を上演した。 

しかし、どちらも期間が近すぎてわずか３日で上演禁止とされた。 

他の地方では、近松門左衛門作「傾城三の車」が上演され、討ち入りを示唆する場面があったのだが、幕府のお咎

めはなかった。宝永３年（1706 年）、人形浄瑠璃の竹本座で近松門左衛門作の「碁盤太平記」が上演され、大評判

となった。赤穂事件の人物を初めて名前を置き換えて、太平記の世界に置き換えた作品だったからである。 

安永 6 年（1777 年）4 月大坂中の芝居で上演された歌舞伎「伽羅先代萩」（奈河亀輔ほか作）は、江戸時代の仙台藩

伊達家のお家騒動に取材した作品で、奥州の足利家の執権仁木弾正や妹八汐らが、足利家の乗っ取りを企む物語

である。 

乳母政岡が自らの子を犠牲にして、悪人一派から幼い主君鶴千代を守る通称「御殿」、御殿の床下で警護をしていた

荒獅子男之助を鼠の妖術によって出し抜いた弾正が、悠然と去っていく通称「床下」、弾正が細川勝元による裁判に

敗れ、抵抗の末に成敗される通称「対決」・「刃傷」などの各場面を中心に上演されます。 

他に天明 5年（1785年）江戸結城座で上演された人形浄瑠璃「伽羅先代萩」（松貫四ほか作）があります。 

 

 

安永 7 年（1778 年）7 月江戸中村座で上演された歌舞伎「伊達競阿国戯場」（桜田治助・笠縫専助合作）伊達の御家騒動に

累伝説をからませた物語である。累伝説とは、下総の国、羽生村（現在の茨城県水海道市）に名を"累"と言う一人の醜い容

貌の女性がいた。母親が醜い子を川の中に突き落とした祟りで、醜い姿に生まれついた累は、百姓"与右衛門と結婚したが、

容貌が醜いだけでなく心まで捩じれた性悪の嫉妬深い女性だったということで、耐え兼ねた与右衛門は累を鬼怒川で殺して

しまう。後妻を迎えた与右衛門に累の怨霊が祟り、後妻は次々と死んでしまう。６人目の後妻菊に累の怨霊が乗り移ってあら

ぬ事ばかり口走るので、祐天上人を招いてその法力で累の怨霊を鎮めてもらい、累もようやく解脱したという話が「累伝説」で

ある。 



五代目将軍綱吉が逝去し、赤穂事件で家を失ったままだった浅野家が再興された、宝永７年（1709 年）６月には、

大阪の篠塚座で、事件を小栗判官の世界に脚色した「鬼鹿毛無佐志鐙」が上演され、１２０日間のロングラン公演と

なった。これをきっかけに京都・大阪では競って赤穂浪士物が上演されていった。 

 

江戸では討ち入りから４７年後の寛延元年（1747 年）に、今までの赤穂浪士物を集大成した決定版「仮名手本忠臣

蔵」※３が竹本座で人形浄瑠璃として初演された。たちまち大反響で、すぐに歌舞伎化され、翌年には江戸三座で

上演され大ブームとなった。おびただしい赤穂浪士物が上演されていった。 

幕末に生まれた鶴屋南北作「東海道四谷怪談」も外伝物である。 

 

「仮名手本忠臣蔵」 

『仮名手本忠臣蔵』は二代目竹田出雲・三好松洛・並木千柳の合作によるもので、太平記巻二十一「塩冶判官讒

死の事」を世界としている。 

 

『仮名手本忠臣蔵』は全十一段からなり、現在でもほぼその全段が演目として残っている稀な浄瑠璃・丸本歌舞伎

である。ただし歌舞伎の内容は人形浄瑠璃とは大きく異なっている。その主な違いは次の通り。 

 

段 歌舞伎の上演形態 

大序 省略なし。 

二段目 ほとんど上演されないが、場所を建長寺に改めた歌舞伎独自の脚本もある。 

三段目 後半部「裏門合点」を省略することが多い。 

四段目 省略なし。 

落人 歌舞伎では清元「落人」を挿入することがある。 

五段目 省略なし。 

六段目 省略なし。 

七段目 省略なし。 

八段目 通しの場合、「落人」を挿入して八段目を省略することが多い。 

九段目 前半部「雪こかし」を省略することが多い。 

十段目 ほとんど上演されない。 

十一段

目 

まったく上演されず、現在では後人の補筆による台本によって討入りの場面

を上演する。 

さらに都合によって大幅に台本を省略することもある。 



【大ブームの背景】 

この赤穂事件がおきた当時、江戸幕府始まって以来の高度成長が終わり、インフレが拡大し、江戸は低成長の時

期にあった。また綱吉により無茶な政策（生類憐みの令）などで人々は苦しめられていた。 

この重い江戸の空気を破ったのが赤穂事件であった。 

人々はその当時こそ真相は知らなかったものの、辛酸に堪えて主君の仇討ちを果たした赤穂の浪士の快挙に、痛

烈なしっぺ返しと、粋を感じ熱狂したのである。 

そして物語化され歌舞伎によって現実と架空が重なって、ドラマを知った江戸の人々は武家社会の非情がもたらし

た悲劇によって苦難を乗り越え本懐を遂げる浪士らの男意気を感じ、この赤穂浪士物は「歌舞伎の独参湯」、「起死

回生の妙薬」といわれるほど必ず大人入りを呼ぶ人気狂言となったのである。 

【心中物】 

歌舞伎が伝えたのは武家社会だけではなく、町の事件はもっと積極的に題材として取り扱った。 

天和 3年（１６８３年）、大阪生玉で、新町の遊女大和屋市之丞と呉服屋の御所の長石衛門の心中事件が起きた。 

大阪の嵐、荒木、大和屋の三座が、すぐさまこれを舞台化した。これが心中物の最初とされている。 

【近松門左衛門の浄瑠璃】 

元禄１６年（1703 年）4 月７日未明、大阪の曽根崎天神の社で、平野屋徳兵衛と天満屋の遊女お初の心中事件が

起こった。その 1ヵ月後の５月７日、大阪の竹本座で「曽根崎心中」が近松門左衛門がこの事件を人形浄瑠璃として

脚色し、上演された。これが大当たりし、門左衛門は以後「心中重井筒」「心中万年草」「冥途の飛脚」などの心中物

を書き次々と心中物を書いた。 

近松門左衛門は実際に起きたスキャンダルな事件をすぐさまヒントにして、創作しフィクションとして「実在の事件を

伝える話」として描き、人々の関心を呼んだ。それがかつ、美しく悲しい封建社会に生きる男女の恋愛の悲劇を描

いたため、大反響になった。 

そして近松の浄瑠璃劇は歌舞伎化され、生身の人間が演じることによって、より真実味を帯び、ますます人の関心

を誘った。 

 

【浄瑠璃から歌舞伎へ】 

「心中天網島」は享保５年（１７２０年）１２月、大阪網島大長寺で心中事件が起き、そのわずか二日後に、竹本座で

初演された。そして初演の翌年享保６年に、江戸の森田座で歌舞伎化され、二代目市川団十郎が紙屋治兵衛を

演じて歌舞伎としても好評であった。 

「女殺油地獄」は、放蕩息子が起こした殺人事件を脚色したものであったが、これはあまり評判が芳しくなく歌舞伎

でも上演されたが当時は再演されることはなかった。 

「曽根崎心中」は享保４年に、江戸の中村座で歌舞伎化され、これも同じく二代目市川団十郎が徳兵衛を演じ、大

評判となった。この作品が初めて大阪の心中事件が江戸に伝わるきっかけとなった。 

 

【心中物の衰退】 

心中物のブームは、現実世界での心中ブームを呼んでしまい、上方でも江戸でも心中事件や駆け落ち、失踪事件

が相次いだため、八代目将軍吉宗は心中を禁じ、それを助長する心中物の上演も禁じた。 



 


